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新
婚
者
と
、
女
角
力





に
な
っ
た
タ
ル
タ
ン
、
彼
女
の
た
め
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
花
聟






、
歓
楽
の
夜
の
海
を

水
自
転
車
で
彼
に
あ
た
え
た
、
妖
婦
タ
ル
タ
ン
の
愚
か
な
行
動
、
水
底
深
く
死
ん
だ
花
聟
の
ダ
ン
デ
ズ
ム
、
影

は
水
に
映
る
。

　
水
自
転
車
、
香
港






、
そ
こ
で
彼
女
は
仲
居
を
し
て
い
た
。

　
日
本
へ
帰
る
と
踊
り
の
名
手
、
華
麗
な
売
笑
婦
、
タ
ル
タ
ン
。

　
こ
こ
は
門
司
市
、
東
川
端
の
卑
猥





な
街
、
カ
ア
ル
ト
ン
・
バ
ア
の
青
い
給
仕
人
の
花
風
病
の
体
温
、
ロ
シ
ア

女
の
新
ら
し
い
技
術
の
中
で
無
頼
漢
の
唄
う
流
行
歌
。

　
落
つ
き
を
失
っ
た
新
聞
記
者
の
Ｙ
の
見
た
マ
ダ
ム
・
ハ
ヤ
ミ
の
地
平
線
、
吊
ラ
ン
プ
下
げ
た
海
峡
の
船
が
下

関
に
着
く
と
、
僕
は
サ
ン
ヨ
ウ
・
ホ
テ
ル
の
踊
場
に
マ
ダ
ム
・
ハ
ヤ
ミ
を
迎
え
る
。
露
台






で
ハ
ヤ
ミ
は
僕
を
賞

讃
し
て
、
愛
を
誓
っ
た

　
の
だ
が
、
翌
日
、
ホ
テ
ル
の
僕
の
部
屋
、
ノ
ッ
ク
す
る
と
Ｙ
が
飛
込
ん
で
き
た
。

　
ハ
ヤ
ミ
の
オ
オ
ケ
ス
ト
ラ
、
彼

の
人
糞
。

　
　
　
君
！
　
マ
ダ
ム
・
ハ
ヤ
ミ
の
奴
、
大
理
石
の
経
帷
子









き
こ
ん
で
昨
夜
晩



く
神
戸
へ
行
っ
た
ぞ
、
お
い
、

君
。
女
の
肉
体
讃
美
は
よ
さ
な
い
か
。

　
　
　
お
い
。
×
酒
よ
こ
せ
。
僕
の
タ
ン
ゴ
踊
、
本
場
仕
込
み
な
の
で
ハ
ヤ
ミ
は
腹
痛
を
起
し
た
の
だ
。
Ｙ
、
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僕
は
粋
な
香
港
に
未
練
が
あ
る
ん
だ
。

　
空
し
く
、
僕
は
欧
洲
行
の
船
を
棄
て
て
、
マ
ダ
ム
・
ハ
ヤ
ミ
を
追
っ
て
神
戸
行
急
行
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
。

　
　
　
お
い
、
君
。
マ
ダ
ム
・
ハ
ヤ
ミ
、
俺
も
恋
し
て
い
た
。
彼
女
の
×
×
×
送
っ
て
よ
こ
せ
。

　
　
　N

A
C

H
K

O
B

ES

　
×
×
×
万
歳
！

　
下
関
駅
を
列
車
は
離
れ
た
。
Ｙ
が
汚
れ
た
ハ
ン
カ
チ
を
振
っ
て
い
る
。

　
数
時
間
後
、
僕
は
岡
山
で
下
車
す
る
と
、
巡
業
中
の
歌
劇
団
の
ポ
ス
タ
ー
を
横
眼
で
見
な
が
ら
、
車
を
硝
子





張
り
の
、
「
金
髪
バ
ー
」
の
前
で
と
め
て
、
酒
杯
の
中
に
沈
ん
で
行
っ
た
。
す
る
と
、
肥
満
し
た
女
主
人
が
僕

に
惚
れ
て
煩
悶






し
だ
し
た
。

　
頭
の
よ
く
な
い
調
合
人
は
、
混
合
酒
の
控
帳
め
く
っ
て
い
る
。
×
×
開
始
、
ウ
ェ
ー
ト
レ
ス
の
英
国
の
少
女
、

メ
リ
ー
を
か
ら
か
っ
て
し
た
た
か
膝
を
折
ら
れ
泣
面
を
し
て
い
る
男
。
だ
が
、
メ
リ
ー
は
僕
を
見
る
と
恋
愛
相

談
所
め
が
け
て
夢
中
に
走
り
出
し
た
。

　
　
　
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
妾
の
主
人
は
、
非

度

い
ラ
ヴ
・
レ
タ
の
蛇
な
の
で
す
。
恋
愛
過
度
、
チ
タ
で
レ
オ
・

ト
ル
ス
ト
イ
に
小
説
を
書
く
方
法
を
三
万
ル
ー
ブ
ル
も
仕
払
っ
て
教
っ
た
の
で
す
が
、
い
ま
の
世
の
中
で
何
ん

の
役
に
立
つ
も
の
で
す
か
…
…
…
。

　
壁
に
は
ル
ノ
ア
ー
ル
の
偽



も
の
蜿
蜒






の
画
が
か
か
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
僕
は
内
緒
で
、
片
隅
の
赤
髪
の
女
に
色
眼
を
つ
か
っ
た
。
彼
女
は
巨
大
で
腿



の
あ
た
り
は
猶
太





女
の

輪
廓
を
も
っ
て
、
皮
膚
は
荒
れ
て
赤
ら
ん
で
堅
固
な
体
躯
を
し
て
い
た
。
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君
の
名
は
？
　
と
、
僕
が
色
欲
の
ダ
リ
ア
に
向
っ
て
聞
い
た
。

　
　
　
妾





、
貴
男
の
情
婦
、
夜
の
ボ
ッ
プ
よ
。

　
す
る
と
忽





ち
女
は
死
物
狂
い
、
僕
に
倒
れ
か
か
っ
た
。

　
僕
と
ボ
ッ
プ
、
裏
街
の
夜
、
ア
ア
ク
燈
、
柳
暗
花
明
の
巷





を
駈
け
抜
け
る
と
、
古
寺
院
の
境
内
、
数
時
間
、

僕
は
だ
ま
っ
て
経
過
し
た
。

　
　
　
ロ
ッ
プ
、
一
時
は
駄
じ
ゃ
れ
で
君
を
メ
キ
シ
コ
湾
だ
と
云
っ
た
が
、
僕
の
純
情
知
っ
て
く
れ
た
か
。

　
辻
自
動
車
が
疾
走
す
る
、
満
月
、
天
主
閣
、
車
が
湖
畔
を
疾
走
す
る
と
き
、
再
び
ロ
ッ
プ
は
僕
に
傾
倒
し
た
。

　
Ａ
・
Ａ
橋
の
下
で
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
夜
の
河
岸
を
離
れ
て
、
ロ
ッ
プ
は
、
カ
ル
メ
ン
の
五
章
を
唄
い
な
が

ら
櫂



を
水
に
落
し
た
。

　
　
い
く
ら
、
お
前
が
云
い
寄
っ
て
も
、
駄
目
よ
。

　
　
ト
ラ
ラ
　
ト
ラ
ラ
　
ト
ラ
ラ
　
ト
ラ
ラ

　
緑
色
の
イ
ル
ミ
ネ
ェ
シ
ョ
ン
、
青
い
眼
鏡
に
穴
を
あ
け
な
が
ら
、
水
の
上
を
進
ん
で
行
く
。

　
奔
流
、
ご
ろ
つ
き
の
よ
う
な
波
の
音
が
僕
に
英
国
少
女
メ
リ
ー
の
靴
の
踵





と
、
乳
房
に
鬘





を
か
む
っ
た
よ
う

な
女
主
人
を
思
い
出
さ
せ
た
。

　
そ
の
と
き
ロ
ッ
プ
が
僕
に
云
っ
た
。

　
　
　
ね
え
、
二
人
で
ク
ラ
ブ
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。
ス
ペ
イ
ン
式
の
女
学
生
が
い
る
わ
、
シ
ャ
ン
パ
ン
飲
ま
し

て
欲
し
い
の
…
…
…
。
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ロ
ッ
プ
、
紙
幣
と
品
行
方
正
の
匂
い
が
す
る
。

　
　
　
よ
う
！

　
　
　
醜
婦
奴







、
ガ
ウ
ン
が
百
度
ひ
ら
い
た
っ
て
、
糞



。

　
　
　
…
…
…
…
…
…

　
　
　
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ク
ラ
ブ
の
化
粧
室
に
這
入
る
と
、
ロ
ッ
プ
は
×
×
に
な
っ
て
仰
向
け
の
ま
ま
寝
て
し
ま
っ
た
。
僕
は
浴
場
で

屡
々






、
結
婚
の
感
触
を
衝

け
た
。
そ
の
た
び
に
手
術
室
に
逃
げ
こ
ん
で
い
さ
ぎ
よ
く
離
婚
し
て
し
ま
っ
た
。

　
僕
が
客
間






へ
出
る
と
、
人
々
は
足
角
力





の
競
技
に
耽



っ
て
い
た
。
踊
場
で
は
跛





の
老
夫
婦
が
人
形
を
抱
い
て

踊
っ
て
い
た
。
食
堂
で
は
角
帽
の
中
学
生
が
恋
人
の
女
学
生
の
話
し
を
し
て
い
る
。
ま
た
僕
は
、
卓
子






の
一
隅

で
蛙
を
食
べ
て
い
る
知
合






の
旅
女
優
、
彼
女
は
僕
を
見
そ
め
る
と
、
や
っ
て
き
て
僕
に
囁
い
た
。

　
　
　
本
当
よ
！
　
妾
の
テ
ノ
ア
は
東
京
へ
逃
げ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
彼
は
皮
膚
病
だ
っ
た
ん
で
す
。
妾
も
、

歌
劇
団
を
抜
け
出
す
つ
も
り
な
ん
で
す
。
マ
ネ
エ
ジ
ャ
達
は
妾
の
唇
に
つ
い
て
居
心
地
が
よ
く
な
い
と
云
う
ん

で
す
。
妾
は
好
色
家
の
妻
に
だ
っ
て
な
る
ん
で
す
。
連
れ
て
逃
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
ま
り
に
、
熱
心
に
僕
が
彼
女
と
恋
の
投
機
に
夢
中
な
の
で
中
学
生
た
ち
が
冷
か
す
の
だ
っ
た
。

　
無
線
電
信
　
　
六
〇
六
　
　
石
碑
　
　W

.C

　
　
　
じ
ゃ
、
間
違
い
っ
こ
な
し
、
明
朝
、
練
兵
場
よ
。
（
哲
学
よ
、
信
頼
し
て
も
よ
く
っ
て
？
）
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僕
は
帽
子
を
と
り
に
化
粧
室
に
引
返
す
。
す
る
と
僕
は
そ
こ
に
ロ
ッ
プ
の
粗
悪
な
寝
顔
を
見
て
、
廻
れ
右
を

す
る
と
、
彼
女
の
腹
部
に
片
足
で
立
上
っ
て
、
そ
の
ま
ま
躊

躇







な
く
外
へ
飛
び
出
し
た
。

　
午
前
八
時
岡
山
練
兵
場
出
発
　
　
Ｆ
飛
行
士
は
、
彼
は
昔
、
自
転
車
周
回
競
争
の
選
手
だ
っ
た
。
上

海







に

挙
行
さ
れ
た
東
邦
大
会
の
選
手
権
把
持
者
　
　
だ
が
、
女
優
の
Ｎ
は
艶



め
か
し
い
嘔
吐





を
空
中
に
吐
い
た
。

　
　
　
妾
、
恐
ろ
し
い
！

　
Ｆ
飛
行
士
は
、
女
客
の
た
め
屡
々






、
墜
落
し
よ
う
と
す
る
。
彼
の
強
気
な
毛
む
じ
ゃ
ら
の
足
は
、
縁
日
で
買

っ
た
よ
う
な
両
翼
を
修
繕
し
て
は
、
飛
行
を
継
続
す
る
。
そ
の
た
び
に
は
ら
〳
〵
し
て
女
優
の
美
貌
か
ら
脂
粉





が
は
げ
お
ち
た
。

　
海
原
、
離
宮
、
車
輛
、
工
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
僕
が
彼
女
の
乳
房
の
あ
た
り
を
見
つ
め
て
い
る
う
ち
に
、

八
時
四
十
分
、
大
阪
着
。

　
僕
が
眼
を
覚
ま
す
と
、
陽
気
で
騒
が
し
い
支
那
人
の
鼻
歌
が
聞
え
て
く
る
。
僕
た
ち
は
墜
落
し
た
ら
し
い
。

そ
の
ま
ま
李
鄭





の
部
屋
で
前
後
不
覚
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
あ
れ
も
贋



も
の
の
飛
行
機
だ
っ
た
ろ
う
か
　
　
李
鄭
の
後
か
ら
僕
は
広
間
へ
つ
い
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
僕
は

忽
ち
、
無
数
の
支
那
服
の
女
に
交
っ
て
チ
イ
ク
・
ダ
ン
ス
を
踊
る
タ
ル
タ
ン
の
素
足
の
踊
姿
を
認
め
た
ん
で
す
。

7



8飛行機から墜ちるまで



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
吉
行
エ
イ
ス
ケ
作
品
集
」
文
園
社

　
　
　1997
（
平
成9

）
年7

月10

日
初
版
発
行

　
　
　1997
（
平
成9

）
年7

月18

日
第2

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
吉
行
エ
イ
ス
ケ
作
品
集
　
※
﹇
＃
ロ
ー
マ
数
字2

、1-13-22

﹈
　
飛
行
機
か
ら
墜
ち
る
ま
で
」

冬
樹
社

　
　
　1977

（
昭
和52

）
年11
月30

日
第1

刷
発
行

※
底
本
に
は
「
吉
行
エ
イ
ス
ケ
の
作
品
は
す
べ
て
旧
字
旧
仮
名
で
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
新
字
新
仮
名
に
改
め

て
刻
ん
だ
。
こ
の
さ
い
次
の
語
句
を
、
平
仮
名
表
記
に
改
め
、
難
読
文
字
に
ル
ビ
を
付
し
た
。
『
し
乍
ら
↓
し

な
が
ら
』
『
亦
↓
ま
た
』
『
尚
↓
な
お
』
『
儘
↓
ま
ま
』
『
…
の
様
↓
…
の
よ
う
』
『
…
す
る
側
↓
…
す
る
か

た
わ
ら
』
『
流
石
↓
さ
す
が
』
。
ま
た
×
印
等
は
当
時
の
検
閲
、
あ
る
い
は
著
者
自
身
に
よ
る
伏
字
で
あ
る
。
」

と
の
注
記
が
あ
る
。

入
力
：
霊
鷲
類
子
、
宮
脇
叔
恵

校
正
：
大
野
晋

2000

年6

月7

日
公
開

2009

年3

月22

日
修
正

9



青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

10飛行機から墜ちるまで



飛行機から墜ちるまで
吉行エイスケ

2026年10月1日　第二版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL https://aohelp.club/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


